
ヤマハ人事部の井上理恵氏

　

日

本

生

産

性

本

部

は

７

月

�

日

、

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

７

月

例

会

を

都

内

で

開

催

し

た

。

ヤ

マ

ハ

人

事

部

人

事

戦

略

企

画

グ

ル

ー

プ

の

井

上

理

恵

氏

が

「

ス

キ

ル

を

基

点

と

し

た

人

材

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

の

変

革

」

と

題

し

て

講

演

し

、

約

５

年

に

及

ぶ

人

材

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

改

革

の

歩

み

と

課

題

を

紹

介

し

た

。

　

ヤ

マ

ハ

で

は

、

既

存

事

業

の

収

益

回

復

に

加

え

、

新

規

・

隣

接

事

業

へ

の

展

開

を

中

長

期

戦

略

に

掲

げ

る

中

、

経

営

戦

略

と

連

動

し

た

人

材

ポ

ー

ト

フ

ォ

リ

オ

の

構

築

が

課

題

と

な

っ

た

。

人

的

資

本

へ

の

投

資

効

果

を

把

握

す

る

た

め

に

は

、

人

材

を

共

通

の

指

標

で

可

視

化

す

る

必

要

が

あ

る

と

考

え

、

「

ス

キ

ル

」

を

軸

と

し

た

仕

組

み

づ

く

り

を

進

め

た

。

　

部

門

横

断

の

「

ス

キ

ル

部

会

」

を

設

置

し

、

約

１

年

か

け

て

ジ

ョ

ブ

と

ス

キ

ル

を

体

系

化

し

た

。

従

業

員

は

現

在

の

職

務

と

目

指

す

職

務

を

比

較

し

、

ス

キ

ル

ギ

ャ

ッ

プ

を

確

認

で

き

る

。

ス

キ

ル

レ

ベ

ル

は

５

段

階

で

設

定

し

、

キ

ャ

リ

ア

形

成

の

指

針

と

し

て

活

用

し

て

い

る

。

ま

た

、

組

織

改

編

の

影

響

を

受

け

に

く

い

よ

う

、

専

門

性

を

軸

に

定

義

し

た

点

も

特

徴

だ

。

　

制

度

整

備

と

並

行

し

て

キ

ャ

リ

ア

面

談

も

見

直

し

、

従

業

員

主

体

の

対

話

へ

転

換

し

た

。

ま

た

、

人

材

情

報

を

部

門

横

断

で

活

用

で

き

る

Ｂ

Ｉ

ツ

ー

ル

も

整

備

し

た

。

　

一

方

、

制

度

運

用

を

通

じ

て

課

題

も

明

ら

か

に

な

っ

た

。

井

上

氏

は

「

ス

キ

ル

定

義

は

ゴ

ー

ル

で

は

な

く

ス

タ

ー

ト

地

点

」

と

強

調

。

ス

キ

ル

申

告

や

評

価

基

準

の

ば

ら

つ

き

、

ス

キ

ル

情

報

の

更

新

や

学

習

へ

の

動

機

付

け

不

足

に

加

え

、

最

大

の

課

題

と

し

て

「

未

来

の

事

業

に

必

要

な

人

材

は

過

去

の

延

長

線

上

に

は

な

い

」

こ

と

を

挙

げ

た

。

新

規

事

業

に

必

要

な

人

材

像

を

既

存

の

枠

組

み

だ

け

で

描

く

こ

と

は

難

し

い

と

い

う

。

　

対

応

策

と

し

て

、

Ａ

Ｉ

を

活

用

し

、

社

内

外

の

ス

キ

ル

デ

ー

タ

か

ら

将

来

必

要

な

ス

キ

ル

を

導

き

出

す

考

え

方

を

紹

介

し

た

。

た

だ

し

、

Ａ

Ｉ

は

人

事

判

断

を

代

替

す

る

も

の

で

は

な

く

、

意

思

決

定

を

支

援

す

る

存

在

と

位

置

付

け

る

。

　

講

演

の

最

後

に

井

上

氏

は

、

「

可

視

化

し

た

後

に

何

に

使

う

の

か

、

な

ぜ

使

う

の

か

を

問

い

続

け

る

こ

と

が

重

要

だ

」

と

総

括

。

未

来

の

事

業

戦

略

を

見

据

え

、

現

場

と

の

対

話

を

重

ね

る

こ

と

が

改

革

の

鍵

に

な

る

と

の

考

え

を

示

し

た

。


